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1. はじめに 

 今日市販されているコンピュータゲーム（以

下ゲームと呼ぶ）の多くは，エンターテイメン

トを目的としたものである．一方，訓練・教育

や医療等へのゲームの応用が期待されており[1]，

このような目的のゲームはシリアスゲーム（Ｓ

Ｇ）と呼ばれ，今後の市場拡大が期待されてい

る． 

既存のゲームの多くは，一人でプレイするも

のが多い．また，ネットワークを介して接続し

た機器を用いることにより，複数の人でプレイ

する形式のゲームもある．後者の場合，画面上

でテキストを利用したチャット機能によりプレ

イヤ同士が会話を行ったり，音声による会話を

楽しみながらプレイするものもある．しかし，

例えば子供達に対する社会性や協調性等の教育

を目的としたシリアスゲームにおいては，現実

社会における会話と同様に，同一の空間上で両

者が互いに顔を見ながら会話する環境を提供す

ることが重要な要素であると我々は考えている．

このような環境にコンピュータの利用を考える

際に制約となるのが，モニター等の画面表示装

置と，マウスやキーボード等の入出力デバイス

である．これらはいずれも各自が異なる画面に

向かって操作することを前提としたものである

ため，互いに顔を見ながら会話するためには適

さない．そこで我々が適用を考えたのが，大型

のタッチパネルを利用したテーブルトップ型の

ＨＭＩである． 

本研究では，音楽療法に代表される，多人数

に対して同時にセラピーを行う現場での使用等

を想定したシリアスゲーム（ＭＵＳＧ）の実現

を目指し，テーブルトップ型の大型のタッチパ

ネルを利用したＨＭＩの実現法を提案する．ま

た，本提案の有効性確認のため試作した協調型

音楽制作卓について述べるとともに，その初期

評価結果について述べる． 

2. HMI への要求機能 

本研究対象のＭＵＳＧを一般化すると，

（１）楽器等の演奏経験のない人でも，指によ

る簡易な操作で音楽演奏ができる，（２）画面

上に表示されたセル状の領域を指で触れること

により音楽を演奏でき，自分が行った操作が他

の人の操作を妨げない，（３）各人がそれぞれ

自分の好みの音色を選択できる等の特徴が挙げ

られる． 

 

3. 従来方式と問題点 

 前節の（１）に挙げた要求機能は，大型のタ

ッチパネルを利用することに実現可能である．

しかし，（２）の要求機能を実現するためには，

同時に複数の人が同じ領域を触れた場合の操作

に対応する必要がある，また，（３）の場合に

おいては人毎に異なる音色を選択できるような

仕組みを検討する必要がある．一般の大型タッ

チパネルには複数の指による操作に対応可能な

ものもあるが，操作している指が誰のものであ

るかを認識することができない．従って，

（２）または（３）を実現するためには，タッ

チパネルの領域をプレイヤ毎に分割し，それぞ

れのプレイヤは自分の領域を触れて操作する仕

組みにする必要がある．これはすなわち，物理

的に異なるタッチパネルをそれぞれの人が操作

していることに近く，協調的に操作する環境を

実現したいという我々の目的には合致しないと

いう問題点がある． 

 

4. 提案方式 

本ＭＵＳＧのＨＭＩとしての必要条件は，同

時に操作した複数接触点のユーザ認識機能の具

備であることを前節で示した．そこで，ユーザ

が特別なデバイスを装着すること無くユーザ認

識が可能な，現時点では唯一のタッチパネルで

ある DiamondTouch（以下ＤＴと呼ぶ）[2]を用い

ることにより実現する方法を提案する． 
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ＤＴはユーザが指を触れた部分と，着座した金

属製の椅子と身体間で発生する静電容量結合に

より接触点を認識する．本方式により，同時に

複数の人が同じパネル位置に触れた場合におい

ても，プレイヤ毎に設定した音色を奏でること

ができる．またタッチパネルの左上を基準とし

てプレイヤ毎にタッチした座標を取得できるた

め，複数の指によるタッチ操作（マルチタッ

チ）に対応できるため，複数の音色を重ねて奏

でることも可能となる． 

 

5. 試作システムＭＵ^3-Ｔａｂｌｅ 

本提案方式の有効性を確認するため，ＭＵＳ

Ｇの例として「MU^3 – TABLE」を試作した．図

１に操作画面表示例を示す．図中，6 行 6 列の白

色のセルを，4 人の演奏者がタッチすることでそ

れぞれの音色を奏でると同時に，セルはそれぞ

れの色に変化する．初対面の各プレイヤが当初

は互いにコミュニケーション（会話等）を取ら

ない間，同時に奏でた音は不協和音となって音

楽とはならない．しかし，次第に各プレイヤ同

士が声をかけあい，互いに発見した心地よい音

色について説明をしながら奏でることにより，

次第に 4人の演奏は音楽となる． 

 

図１ MU^3-Tableの画面とプレイ中の画面 

 

また，盤面の右側にはプレイヤ毎に文字や絵

が描けるフリースペースを用意してある．これ

により，初めて会った 4 人が音楽演奏を始める

前に自己紹介等をしてこのスペースに名前等を

記入することが可能となる．このスペースの活

用により，見知らぬ者同士の会話を促進するた

めの機能として取り入れたものである． 

セルの総数は 36 個で，行方向が音階，列方向

で異なる音色が成るよう構成されている．また，

曲調と使用楽器はプレイヤ毎に変更が可能で，

三角・六角・星・ひし形をタッチすることで，

それぞれ曲調が 4 種類(ボサノバ，ロック，アフ

リカン，スパニッシュ)に変化する．また，赤，

青，緑，黄の丸をタッチすることで演奏する楽

器の種類が変化する． 

変化する楽器の数は 4 種類で合計 16 パターンの

音楽が用意されているため約 600 種類のメロデ

ィからプレイヤ毎にパネルを操作し選択，演奏

する． 

6. 評価 

本方式の有効性確認の一環のため 2010 年 10

月 14 日から 17 日にかけて，日本科学未来館に

て行われたデジタルコンテンツ EXPO 2010 に出

展し，1000 人を超える方々に体験していただき，

意見をいただいた．本システムに対する意見で

最も多かったのは，「楽しかった」，「音楽療

法としての効果が期待できる」等であった．一

方，問題点として「楽器を演奏できる人には演

奏が難しい」等の意見をいただいた． 

 

7. おわりに 

本稿では，ＭＵＳＧの操作をテーブルトップ

型ＨＭＩにより実現するための方法を提案し，

その有効性を確認するために試作した MU^3 – 

TABLE について述べた．今後，ＭＵＳＧとして機

能充実を図ることと定量的な評価法の確立が今

後の課題である．また，将来的には音楽療法へ

の導入の可能性について検討する必要があり，

専門家を交えた検討を行う予定である． 
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